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「三和小学校の保護活動」
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▲第1回ほたるコンサート
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▲ホタルの幼虫放流（平成2年）

　昭和63年、三和小学校にホタルの研究室や飼育舎が設置されま
す。児童は幼虫を育てて放流したり、餌となる巻貝のカワニナの飼
育方法を学んだり、ホタル委員会で新聞を発行したりするなどさま
ざまな保護活動を展開しました。
　写真は平成2年に行われた幼虫放流の様子です。前年までは児
童だけで行いましたが、父母や守る会の大人も参加しました。地域
ぐるみで取り組む姿が伝わります。


